
第１号様式－別紙 

D-13 「植物をムダなく使おう」 
～JICA海外協力隊派遣 アルゼンチン・インドネシアでの活動～ 

講義担当：田中良平（NPO法人シニアボランティア経験を活かす会） 

講座対象者 
□小学校低学年  □小学校中学年  ■小学校高学年 

□放課後施設利用児童  ■中学生  ■高校生  ■大学生 ■地域一般 

授業活用例 小学生・中学生「社会科・理科」、高校生「環境・生物・農業・国際理解」 

関連のある 
SDGｓのゴール 9,１２，13,15 

オンライン 
授 業 ■可   □不可 

対応可能曜日 ■平日   ■休日   □その他（         曜日） 

対応時間 10時～16時 

年間実施上限数 3回（日程があえば 3回を超えても開催できる場合が有ります） 

講座実施方法 

※（ ）は場所等 

■講義（パソコン、プロジェクターが利用できる教室、会議室等） 

□ワークショップ（                         ） 

□自然体験（                         ） 

講座所要時間 １時間程度 

実施条件、 
必要な準備等 パソコン、プロジェクター、スクリーン 

 

講座内容 

１． 講座の目的・ねらい 

私たちは食品や衣類、家具など様々な植物を利用して生活していま

す。その植物をできる限り無駄なく使うことは、環境を守るためにも

必要不可欠なことです。それは日本に限らず海外でも同じで、その

技術を開発することが世界各地で求められています。その経験をお

話しするとともに、SDGs について一緒に考えてみましょう。また、

現地の生活や人との交流などについてもお話ししたいと思います。 

２． 内容 

（１） JICA海外協力隊や派遣国について(５～１０分) 

（２） 植物資源とその利用について(１５～20分） 

（３） 現地での生活、人との交流、国内の状況など（10～１５分） 

（４） 質疑応答（10～１５分） 

 

授業時間は質疑応答を含めて５０分程度を考えています。内容と時間配分は担当される方（先生）と

相談して決めます。 

 

第２号様式 
問合せ先：NPO法人シニアボランティア経験を活かす会 TEL：0９0-3094-7845          

メールアドレス：ryohei@fork.ocn.ne.jp 

 

アルゼンチンは農業の
国。農作物収穫後には
大量の葉や茎などが
畑に残されます。 


